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【任意拠出金の拠出上位５か国等（２０１７年のもの）】
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【分担金・義務的拠出金の拠出上位５か国等（２０１７年のもの）】
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【当該国際機関で働く邦人職員（２０１７年１２月末時点）】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

金額（千米ドル）

出典：当該機関からの情報提供

71

国　　　　名

日本

アンゴラ

□国連事務局　□国連事務局に設けられた信託基金　□国連基金・計画　

41.3

【当該国際機関の財政（２０１７年）】(千米ドル) 出典：当該機関からの情報提供

324

拠出率（％）

50

58.7

２０１６年８月に就任したスン・シアンシェン事務局長はエネルギー憲章会議（ECC）第２７回会合開催時に来日し，岸田大臣，
滝沢政務官（いずれも当時）との懇談実績あり。

うち0人

【備考】

　邦人職員数
　うち幹部以上

1人 10人　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

【要人往来，政策対話等の実績】（過去３年分）

種　　　別
□国連専門機関　□国連その他補助機関　☑その他国際機関　□非国家間機関

総支出（千米ドル）

3,905

N/A

総収入（千米ドル）

 【所管官庁担当局課・室名】資源エネルギー庁長官官房国際課，外務省経済安全保障課

分担金・義務的拠出金

任意拠出金

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
本部所在地：　サウジアラビア（リヤド）
活動目的等：  IEFは，石油・ガス等の産出国と消費国の閣僚が，エネルギー市場の安定等について非公式な対話を行う枠
組み。産消対話を行うことにより，産消国双方が相互に理解を深め，健全な世界経済の達成や供給と需要の安定確保のた
めに安定的かつ透明性のあるエネルギー市場を促進することを目的としている。

4,270

2017-A
　国際機関名
（英語略称）

国際エネルギー・フォーラム(IEF)

英文名称 　International Energy Forum

会計年度：暦年（1月～12月末）

273 5.7

286 6

会計検査機関名：Bakodah & Aboulkhair　　　　　　　　（構成員の出身国：　サウジアラビア）

出典：当該機関からの情報提供

サウジアラビア

286

金額（千米ドル） 拠出率（％）

286 6

286

6

6

国　　　　名

ロシア

米国

中国

カナダ

10%

【我が国による拠出の形態】

分担金・義務的拠出金の名称及び主管官庁：　（名称）国際エネルギー・フォーラム（IEF）分担金，

任意拠出金・出資金，基金の名称及び主管官庁：（名称）国際エネルギー・フォーラム（IEF）任意拠出金，

（主管官庁）資源エネルギー庁長官官房国際課，外務省経済安全保障課

（主管官庁）資源エネルギー庁長官官房国際課，外務省経済安全保障課


